
卒業論文要旨 

2,3’-ビピリジル架橋型 Pd三核錯体の合成 
Synthesis of 2,3'-Bipyridyl Bridged Trinuclear Pd Complex 
 

 6-フェニルピコリン酸は二座および三座配位子として働く。我々は6位に2-ピリジル基をさらに導入

することにより高次構造をもつ錯体の合成を試みた。 

 2当量の酢酸ナトリウム存在下、6-フェニルピコリン酸にPdCl2(DMSO)2を作用させたところ、平面四

配位の単核錯体を得た。中心金属には本配位子が三座で配位しており、残る配位点にはClが配位して

いることを確認した。本錯体を用いて再結晶したところClの脱離を伴って、他の分子の5位のピリジル

基が配位することにより三量化が起こり、三核錯体を形成することを見出した。 

 さらに、塩基として用いている酢酸ナトリウムを酢酸銀に変えることによりClの脱離を促進したと

ころ、三核錯体が直接的に得られることを明らかにした。この錯体は三角形の形をしており、中心に

は直径約4.4Åの空孔を有していることを確認した。 
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